11　物語　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おち),落)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くぼ),窪)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もの),物)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がたり),語)　当事者は蚊帳の外　着眼点　文法　識別③　「なり」の識別
　右大臣は、自分の娘と中将（君）との結婚を望み、中将の乳母（御 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(めのと),乳母)）を介して中将にその意志を伝えた。
中将、「①一人侍るほどならましかば、いとかしこき仰せならましを。今はかくて通ふところあるやうに、ほのめかし給へ」とて立ち給ひぬれば、御乳母の思ふやう、「この御 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(め),妻)は父母もなきやうにて、ただ②君にのみこそかかり給ひためれ。はなやかに㋐かしづかれ給へらば、よからむかし」と思ひて、②君ののたまふやうには言はで、「いとうれしきことⓐなり。今よき日して御文も取りて奉らむ」など言ひやりたりければ、この殿にはよしと eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おぼ),思)して、御 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てう),調)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ど),度)、あるよりも㋑いかめしうし変へて若き人求め、けいめいし給ふ。
「君は右大臣の御婿にⓑなり給ふべかⓒなり。この殿には知り給へりや」と言へば、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゑ),衛)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もん),門)あさましと思ひて、「まださる気色も聞こえず。確かⓓなることか」と言へば、「まことにこの四月にとて急ぎ給ふものを」と告ぐる人ありければ、女君に、「かうかうこそ侍るⓔなれ。さは知ろしめしたるにや」と申せば、まことにやあらむと、あさましく思して、のたまひやすると待てど、③かけても言ひ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(い),出)で給はず。
語注

この殿にはよしと思して＝右大臣邸では（中将が結婚を）よいこと（と承諾した）とお思いになって。

若き人求め、けいめいし給ふ＝若い女房を集め、準備に奔走なさる。

この殿＝ここでは中将の妻である女君〔落窪の君〕を指す。
問一　次の「内容わしづかみ」の空欄に本文中の語句を書き入よ。

乳母と［　　　　　　］との間で［　　　　］と［　　　　　　］の娘との縁談が進められているが、中将はそのことを知らない。一方、［　　　　］は中将についての噂を知り、つらい気持ちになる。
問二　波線部㋐・㋑の意味を答えよ（終止形でよい）。　〈4点×2〉
㋐［　　　　　　　　　　］㋑［　　　　　　　　　　］
問三　二重線部ⓐ～ⓔの文法的説明を選べ。　〈1点×5〉
ア　断定の助動詞　　　　　イ　伝聞の助動詞

ウ　形容動詞の活用語尾　　エ　ラ行四段活用の動詞

ⓐ〔　　　〕ⓑ〔　　　〕ⓒ〔　　　〕ⓓ〔　　　〕ⓔ〔　　　〕
問四　識別③「なり」の識別

　次の傍線部を現代語訳せよ。　〈2点×2〉

１　京なる医師のがり、率て行きける道すがら、…　（徒然草）

２　前なる琴を、いとほのかに搔き鳴らして、…　（宇津保物語）
１〔　　　〕２〔　　　〕３〔　　　〕４〔　　　〕

問五　傍線部①・③を現代語訳せよ。　〈①＝6点、③＝4点〉

①〔　　　　　　　　　　　　　　　〕

③〔　　　　　　　　　　　　　　　〕

問六　傍線部②とあるが、どのようなことを指すか。四十字以内で答えよ。　〈15点〉

〔　　　　　　　　　　　　　　　〕
問七　本文の内容に合致するものを一つ選べ。　〈8点〉

ア　右大臣は、中将が娘との結婚に対してはっきりしない態度をとるので、強引に縁談を決めて、準備を勝手に進めてしまった。

イ　乳母は、両親のいない女君の境遇を気の毒に思い、女君が中将と結婚してしあわせになることを願っている。

ウ　中将は、自分と右大臣の娘とが結婚することになっているという噂を聞きつけ、慌てて女君に弁解をしようとした。

エ　女君は、中将が結婚するという噂を耳にしてひどく心乱れ、中将が自ら真相を説明してくれるのを期待した。

オ　衛門は、中将の結婚話を自分の口からは女君に伝えづらく思い、他の人に伝えてもらうように頼んだ。

〔　　　〕
【解答】
問一　乳母と［右大臣］との間で［中将］と［右大臣］の娘との縁談が進められているが、中将はそのことを知らない。一方、［女君］は中将についての噂を知り、つらい気持ちになる。
問二　㋐＝大切に世話をする　㋑＝立派だ　〈4点×2〉
問三　ⓐ＝ア　ⓑ＝エ　ⓒ＝イ　ⓓ＝ウ　ⓔ＝イ　〈1点×5〉
問四　１＝京にいる医者の所へ、　〈2点×2〉

２＝前にある琴

問五　１＝独りでおります身であるならば、たいへん畏れ多いお言葉であるのになあ。　〈6点〉

３＝少しも言い出しなさらない。　〈4点〉

問六　今は通って行く妻がいるので、右大臣の娘と結婚することはできないということ。（37字）　〈15点〉

問七　エ　〈8点〉

【補充問題】

問１　「御文も取りて奉らむ」（４行目）とあるが、どういうことか。これについて説明した次の文章の空欄①〜③に当てはまる登場人物を、記号で答えよ。
〔　①　〕の手紙を、〔　②　〕が受け取って、〔　③　〕に渡すということ。

ア　乳母

イ　右大臣

ウ　中将

エ　女君

オ　衛門

問２　次の傍線部を文法的に説明せよ。

①いとど、愁ふなりつる雪、かきたれいみじう降りけり。（源氏物語）

②宮仕へいそがしく、心もまめならざりけるほどの家刀自、…（伊勢物語）

③いかなりとも必ず逢ふ瀬あなれば、対面はありなむ。（源氏物語）

【補充問題解答】

問１　①ウ　②ア　③イ
問２　①推定の助動詞「なり」の連用形

②ナリ活用形容動詞「まめなり」の未然形活用語尾

③ラ行変格活用動詞「あり」の連体形の撥音便無表記と伝聞の助動詞「なり」の已然形
